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緩和ケアと赤衣

今秋、大谷大学で開かれた日本医療社
会福祉学会大会に出席した。今回のテー
マは、「『聴く』ことの再考―ソーシャル
ワークにおける今日的意味―」である。
緩和ケアにおけるソーシャルワークに関
心が高まるなか、スピリチュアルペイン、
例えばガン末期患者の不安や恐れ、魂の
叫びをどのように「聴く」のか、それが
討論の焦点となった。もちろん、この問
題は私たち信仰者も避けて通れない関心
事である。平成 14 年にはWHOが、「緩
和ケアとは、生命を脅かす病に関連す
る問題に直面している患者とその家族の
QOLを、痛みやその他の身体的・心理社
会的・スピリチュアルな問題を早期に見
出し的確に評価を行い対応することで、
苦痛を予防し和らげることを通して向上
させるアプローチである」と定義してい
る。また 18年には「がん対策基本法」が
成立し、「ガンと診断された時からの緩和
ケア」が推奨されている。
学会後、私は『緩和ケアと時間―私の

考える精神腫瘍学―』（小森康永、金剛出
版）を求めて読んだが、「緩和ケア」をア
メリカでは palliative care と呼ぶことを
知った。palliative とは、『研究社 新英和
大辞典』（第 6版、平成 14年）によれば、
「（病気の一時の）緩和剤」の意味である。
他の辞典でもほぼ同じであったが、さら
にその語源を調べると興味深いことが分
かった。これは後期ラテン語から借入さ
れた言葉で、『古典ラテン語辞典』（大学
書林、平成 17年）によれば、palliumす
なわち、「外出着、外套を着た者」という
意味であった。palliative は、痛みを和ら
げ緩和する意であるが、その語源は、自
らが着ている上着を脱ぎ病者に掛ける行
為を意味していた。もちろん上着を脱げ
ば自身は寒くなるが、それを承知の上で
敢えて病者に掛けることである。
私はその語源に深く感じ入ったが、信

仰者としては『稿本天理教教祖伝逸話篇』
所収の「赤衣」の逸話が思い浮かんだ。

例えば 67話「かわいそうに」がある。こ
の逸話は、幼少から身体が弱く、持病の
胃病が昂じた抽冬鶴松は明治 12 年、16
歳で、危篤状態となり、医者も匙を投げ
てしまった。しかし知人の導きで、両親
に付き添われ、戸板に乗り、初めておぢ
ば帰りをする。教祖にお目通りすると、
教祖は、「かわいそうに」と、仰せになっ
て、御自身が召しておられた赤の肌襦袢
を脱いで、鶴松の頭からお着せになった。
この時、鶴松は教祖の御肌着の温みを身
に感じると同時に、夜の明けたような心
地がしたという。難病も、それ以来薄紙
をはぐように快方に向かい、やがて全快
した鶴松は、「今も尚、その温みが忘れら
れない」と語り継いだというお話である。
教祖はなぜ鶴松に赤衣を掛けられたの

か。それは恐らく、戸板に乗ってまで会
いに来た鶴松を、「かわいそうに救けてや
りたい」と思われた上からの行いであっ
たと思う。結果、鶴松の病状は回復する
が、鶴松にとっては「今も尚、その温み
が忘れられない」と語ったように、教祖
の赤衣を通して感じた温みが難病に立ち
向かう気力となったことは言うまでもな
い。私は、ここに信仰者として「緩和ケ
ア」の原点を学ぶことができるように思
う。教祖が赤衣を掛けられたことは、ま
さに palliative care の象徴的な行為とし
て受け止められるのではないか。緩和ケ
アという、時代が抱える深刻な問題であっ
ても教祖の教えにその意味理解の糸口を
見つけられるのである。
また一方、「おさしづ」では高齢から死

を迎える病者の家族に対し、「心にかりも
の・かしものの理も伝え、……さあへ長
きへ道すがらの理も、聞かさにゃならん。
心に治めさゝねばならん。……今までに生
れ更わり出更わりの理も聞いたる処、皆ん
な十分に楽々と聞かさにゃならんで。」（22・
7・29）と言われている。もちろん、これ
も教祖の赤衣を着せたような温もりある言
葉で伝えなければということになる。

新連載執筆のねらいと執筆者紹介／第 315

回研究報告会（高見宇造）／第 316 回研究

報告会（金子昭）／平成 30 年度「教学と

現代」／平成 30 年度公開教学講座／新刊

紹介


